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一般質問
（令和６年３月４日）

自民党議員会を代表して
江花圭司議員（喜多方市・
耶麻郡選出）が登壇し
一般質問を行いました。

Q

県営荻野漕艇場について
【背景】

只見川豪雨災害などからの護岸の復旧が完了し全
国規模の大会を誘致していくため喜多方市やボー
ト協会より３つの要望をいただいておりました。
１、施設設備の老朽化による計画的な更新
２、旧モーターボートの更新
３、１レーン側の堆積土砂の撤去

県営荻野漕艇場は、県内唯一の公益社団法人日
本ローイング協会認定Ｂ級コースの漕艇場として、
大会開催や県内外の高校や大学等の合宿などに利
用されております。今後予定されている全国大会
や合宿の誘致に当たっては、老朽化した施設の計
画的な整備が必要になってくるものと考えます。
そこで、県は、県営荻野漕艇場の施設整備にど
のように取り組んでいくのか尋ねます。

A 永田 前文化スポーツ局長

開設以来、本県ボート競技の振興のため計画的
な改修等に努めており、コース距離表示板の老朽
化や川底の土砂堆積により、大会等で１レーンが
使用できない状況にあり、今般、コース設備の改
修工事と川底堆積土砂撤去工事の経費を新年度予
算に計上したところです。今後も喜多方市の関係
団体と連携し各種大会や合宿等で利活用が進むよ
う計画的な施設整備に取組んで参ります。

令和５年度の事業についての検証と新年度令和６年度における事業と予算について
一般質問を行いました。

能登半島地震の復旧に県や各市町村から支援員を派遣
東日本大震災の教訓を被災地で発揮
能登半島地震に伴う支援状況
発災翌日より応援職員派遣について調整を行い、１月４日に新潟市へ情報収
集のためのリエゾン（災害対策現地情報連絡員）職員を派遣。熊本地震を期に
制度化された全国知事会を中心とした全国スキームにより、被災市区町村を１
対１で担当する対口支援団体が氷見市と決定しました。
このことで、福島県は氷見市を支援することとなり、県や県内市町村から支
援職員を派遣しております。主な業務としては、建物被害調査、災害救助法関
係用務、保健師、DHEAT（災害時健康危機管理支援チーム）、DMAT（災害派遣医
療チーム）、DPAT（災害派遣精神医療チーム）、DWAT（災害派遣福祉チーム）、
社会福祉施設介護職員、建設型仮設住宅整備支援、漁港被害状況調査、港湾漁
港災害復旧業務の査定設計積算、農地農業用施設被害額算定、竜胆施設被害状
況調査、感染症対策支援、中学生二次避難先教職員、復旧復興業務中長期派遣
（建築、農業、林業の３名）の業務を行なっております。

一日も早い復旧のため日夜業務を遂行されていることは心
強く、励みをいただき感謝を申し上げます。

荻野漕艇場改修工事費（整備期間令和７年度内）
予算237,000,000円を確保

Q

【背景】
毎年の天候不順、農業災害の発生、昨年の夏は、
県内でも最高気温が35℃を超える猛暑日の回数が
観測史上最多で、雨も少なく、渇水の被害も見ら
れました。さらには農作物の品質低下、地元農家
の方からは、今後も頻繁に起こりえる声が聞かれ
ます。
県は、高温・少雨の気象条件において、農業経
営の安定をどのように支援していくのか尋ねます。

A 沖野農林水産部長

品目ごとの具体的な対応策を示し支援すること
が重要であることから、高温下でも収量や品質が
良好な栽培事例を分析し、米の品質低下を防ぐた
めの施肥や水管理方法、きゅうりやトマト等の施
設内の温度を下げるための管理技術、りんごの着
色が良い品種の導入等を進めるほか、収入保険へ
の加入を促進するなど、引き続き農業経営の安定
に向けて支援して参ります。

①高温少雨における農業経営の安定について

Q

【背景】
雪が降らない今年は、農業関係者から水不足に
関する不安の声を聞いており、放流時期が他のダ
ムより10日ほど早い日中ダムは、出穂期にダムの
貯水量が少なく渇水への不安を抱きます。
県は、出穂期における農業用ダムの貯水量の確
保にどのように取組んでいくのか尋ねます。

A 沖野農林水産部長
ダムの貯留水の計画的な使用に向け用水管理は
重要であるため、ダム等の施設管理者に対し、適
切な貯水管理による必要水量の確保と、地域の作
付状況や生育段階を踏まえた用水の有効利用に関
する技術的な指導・助言を行い、出穂期に向けて
農業用ダムの貯水量が安定的に確保されるよう取
組んで参ります。

②農業用ダムの貯水量の確保について

江花圭司から要望
取水制限や節水等、渇水の影響が出る前に、貯
水量の周知を行い、いち早い対応を求めます。

要

農業政策について ４月の水位

７月の水位

１０月の水位
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令和８年度のDC本番では、４月から６月において新型感染症前の令和
元年の入込数１５，７４９千人を超える入込数を目標とする。
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要望による新年度事業化一覧
かねてからの要望に対し新年度事業化された箇所

❶

❷ ❸

❺

❻

❼

❶

❸

❶西会津町縦貫道（中町工区）
道路橋りょう改良事業（県単）
路線名：奥川新郷線
場 所：西会津町奥川中町

内 容：道路改築工事用道路工
予 算：３４，５０８（千円）

❷喜多方西会津線（高郷町峯）
狭隘冠水改善の新規整備事業
路線名：喜多方西会津線
場 所：喜多方市高郷町峯

内 容：道路改築道路改良工
用地補償

予 算：１７５，０００（千円）

❸境見川（塩川町窪）
河川海岸改良事業
河川名：境見川
場 所：喜多方市塩川町窪

内 容：河川改良護岸工
予 算：３５，９００（千円）

水害における内水逆流を防ぐた
め大塩川合流地点から常世橋ま
での工事延長約２kmにおいて、

堰の改築と土砂撤去における河
川改良工

❺檜原湖一周道路（檜原金山）
道路橋りょう改良事業（県単）
路線名：会津若松裏磐梯線
場 所：北塩原村檜原金山第３工区

内 容：道路改築用地測量
予 算：２０，０００（千円）

❻大谷川（磐梯町）
ふなっこふるさと川づくり事業
河川名：大谷川
場 所：大谷川磐梯町橋下

内 容：河川改良遊歩道整備
予 算：３０，８００（千円）

❼長瀬川（猪苗代町）
会津北部大雨災害復旧
河川名：長瀬川
場 所：猪苗代町渋谷外

内 容：河川改良築堤工
予 算：１１３，１００ （千円）

❺

❹林道北塩原・磐梯線（大塩）
山のみち地域づくり交付金事業
路線名：幹線林道北塩原・磐梯線
場 所：北塩原村大塩

内 容：開設道路工２３０ｍ
予 算：１０，３５６（千円）

❹

❻

❼

奥
川

高
郷

塩
川

大
塩

檜
原

大
谷
川

長
瀬
堰

福島県単独でのDC開催は平成27年度以来11年ぶり5回目

やってきます！！福島県に。
プレは来年から２０２６福島県デスティネーションキャンペーン

平成２７年 ２０１５年 令和８年 ２０２６年

開催期間 ４月１日〜６月３０日
プ レ：平成２６年
アフター：平成２８年

４月１日～６月３０日
プ レ：令和７年 ２０２５年
アフター：令和９年 ２０２７年（予定）

キャッチ
コピー

「福が満開、福のしま。」 「○○○○○○○」
令和６年６月頃 公募開始
令和６年９月中旬 決定

本県観光
入込数

実績１５４万人増

平成２６年（プレ）
１２，１０３，５２３人

平成２７年（本番）
１３，６１８，１７１人

平成２８年（アフター）

１３，８７３，５１３人

目標前回の２５％増

令和７年 （プレ）
１５，０００，０００人

令和８年 （本番）
１６，０００，０００人

令和９年 （アフター）

１７，０００，０００人

経済効果 ２９５億円 誘客２５％増目標

デスティネーションキャンペーンとは、北海道旅客鉄道（JR北海道）・東日本旅客鉄道（JR東日本）・東海

旅客鉄道（JR東海）・西日本旅客鉄道（JR西日本）・四国旅客鉄道（JR四国）・九州旅客鉄道（JR九州）のJR
グループ旅客６社と指定された自治体、地元の観光事業者等が共同で実施する大型観光キャンペーン。
令和８年度の本番では、４月から６月において新型感染症前の令和元年の入込数１５，７４９千人を超える

入込数を目標としています。
DCに向けて復興の歩みを発信する県独自の観光施策「ホープツーリズム」や発酵食品を観光資源に組み込ん

だ「発酵ツーリズム」等を通じ、県内の観光資源や観光ルートの発掘と磨き上げを図り誘客を目指します。

令和６年５月２４日
福島県議会

６月定例会 政調会

平成２７年 ２０１５年
福島県開催の
ふくしまＤＣ

キャッチコピーと
継続してきた
観光キャンペーン

❼

西会津町
喜多方市

北塩原村

磐梯町 猪苗代町

平成１７年 ２００５年
会津単独開催の
あいづＤＣ

継続してきた
観光キャンペーン
「極上の会津」

「会津～あったんです。
まだ、極上の日本が･･･」


